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2006年７月 27日（木）実施 問 題 ばね定数 1k ， 2k ， 3k の 3個のばねを図の ように両端を固定して，間についた質量の 異なる重りを，摩擦のない水平面上で自由 に運動させることを考える。それぞれの ばねの平衡点での長さは 1L ， 2L ， 3L とし，重りの質量は 1m ， 2m とする。 運動方程式は，左端を原点とし，それぞれの重りの位置座標を 1y ， 2y として， )()( 21221112121 LyykLykdtydm −−+−−= ， )()( 212321222222 LLykLyykdtydm −−−−−−=  で与えられる。 変位 111 Lyx −= ， 2122 LLyx −−= ，及び 速度 dtdxv 11 = ， dtdxv 22 =  を用いると，運動方程式は， )( 1221111 xxkxkdtdvm −+−= ， 2312222 )( xkxxkdtdvm −−−=  となる。これに，ルンゲクッタ法を適用する。  なお，それぞれの物理量に対する数値を次のように設定する。 1m = 0.1 kg， 2m = 0.05 kg， 1k = 0.1 kg/s2， 2k = 0.3 kg/s2， 3k = 0.2 kg/s2， 1L = 0.2 m，2L = 0.3 m  また，変位と速度の初期値は， 1x = 0.1 m， 2x = 0.2 m， 1v = 0.0 m/s2， 2v = 0.0 m/s2とする。 ＊ファイルは出力用に 4個開き，それぞれ， 1y ， 2y ，r ， Gy の時間変化を記録すること。ただし， 1y ， 2y はルンゲクッタ法で求まった 1x ， 2x から 111 Lxy += ， 2122 LLxy ++=  により計算する。 また， r， Gy はそれぞれ相対座標及び重心座標で，次の式により計算する。 12 yyr −= ， 21 2211 mm ymymyG ++=  

 


